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　「図書館情報資源概論」は、図書館を構成する要素の一つで
ある、図書館情報資源（図書館が提供する情報資源）について
学習する科目です。
　スマホで検索が可能な現代、紙の本や図書館なんて絶滅危惧
種なのでは？　と考える人もいるかもしれません。そういう人にこ
そ当科目の深い目的を知ってほしいと思います。
　人間が生きていく上で、見聞したことや意思などの情報を他者
に伝える活動は不可欠です。この意思伝達は長い間口頭によって
いました。しかしそれでは、時間的・空間的に制約がある。その
制約を超えるものとして生まれたのが、「記録」であり、その媒
体には粘土板や石・木簡などが使われ、後に紙が普及していきま
す。そして記録の仕方も、手書きの時代を経て、ルネサンス期の
印刷術発明以降、短時間で大量の「記録」が生産され出回る時
代へと移行していくわけです。そして新たな転換期を迎えている
のが現代。電子媒体による情報流通が大変な勢いで拡大してき
ています。
　当科目は、図書など印刷資料のみならず、様々な形態の情報
を集積し提供する情報センターとして図書館を位置づけ、そのた
めに具備すべき情報資源を考えることを目的としています。
　ネット情報は、速報性という利点を持つ一方で、匿名性等の特
性から「偽情報」の流通をも可能にしてしまうという信頼性の問
題があります。一方、印刷資料はそれ自体更新性はありません。が、
世に出るまでに多くの検討がなされており信頼性が担保されてい
ます。ネット情報か印刷資料かではなく、それぞれの特性を認識し
た上で両者を備え、利用者の情報活用を支援していきたいものです。
　当科目では、情報や記録そしてそれらを集積した図書館の歴史
を概観してから、情報資源の類型や在り方や流通を確認していき
ます。そして図書館での情報資源の選択・収集、管理などを学
習します。
　授業では、実際との関連づけに努めています。ビデオやネット
で様々な図書館を見たり、和装本や点字資料等の実物に触れた
り。学習内容について実態を調べる課題を課すこともあります。
　さらに同じ目的で、通常授業時間とは別枠ですが、製本実習
も設けられています。選択受講の中級講座では本の修理も学べ
ます。
　司書科目はそれぞれ関連し合っており、当科目も図書館の自由
や情報資源組織化などと深い関連があります。他科目との繋がり
も意識しながら、情報や図書館について包括的に考えていただけ
ればと願っています。
（米谷　優子　本学非常勤講師）
　「みなさんは図書館の人に、何か質問をしたことがあ
りますか？」そうたずねると、たいていの学生は「ない」
と言います。図書館における情報サービスは、図書館
の主要なサービスです。ですが、司書課程で学ぶ以前、
もしくは学び始めたばかりの学生たちは、図書館とは
本を貸してくれるところ、静かに読書する場所、と考え
ています。いつも忙しげな図書館員たちに、何らかの
質問や相談をすることができるとは考えていません。そ
して、このような状況は、私が大学生だった 30 年前と
まったく変わっていません。
　「情報サービス論」は 60 年前、「レファレンス・ワーク」
という科目でした。それが「参考業務」に変わり、その後、
「情報サービス概説」を経て、「情報サービス論」になり
ました。司書課程において、科目名を変えながら1950
年からずっと教えられている科目です。しかし、その後
半の30 年ほどを考えてみても、これほど世の中に普及
しなかった図書館サービスはないだろうと思います。
　ですから「情報サービス論」において、学生のみな
さんは古くて新しい図書館の姿を学ぶことになります。
「情報サービス機関としての図書館」などというと、妙
に新しく感じるでしょう。「図書館のビジネス支援サー
ビス」も同じように新しいイメージでしょう。しかし、
資料提供サービスと情報提供サービスは、昔から図書
館サービスの二本の柱でした。情報サービスは新しい
サービスではないのです。
　この授業は講義中心で、テキストに沿って説明します。
しかし、みなさんが今までその存在を認識してこなか
ったサービスについて説明するのですから、映像教材
や新聞記事を使い、そのイメージがつかめる講義をす
ることを心がけています。
　それでも、授業の理解を深めるために最も役立つの
は、学生のみなさんが実際に、図書館員に資料探しの
相談をしてみることです。そのためにも「利用者の質問
に答えるのは図書館員の仕事」ということをしっかり理
解してもらうことが、この授業の要なのだと考えていま
す。授業を受けた学生さんたちに、忙しげな図書館員
に質問する勇気を身につけてもらうのも、司書課程の
大切な役割です。そこからいつか、利用者の質問や相
談に、にこやかに応じられる司書が育つと信じます。
（川原　亜希世　本学非常勤講師）
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